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『
比
較
文
学
』
の
論
文
等
の
執
筆
要
領 

 

以
下
は
日
本
語
論
文
等
（
論
文
や
書
評
、
そ
の
他
）
を
執
筆
す
る
際
の
執
筆
要
項
に
な
り
ま
す
。
外
国
語

で
執
筆
す
る
場
合
も
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
下
さ
い
。
特
に
指
示
が
な
い
場
合
は
こ
こ
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

準
ず
る
か
た
ち
で
執
筆
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。 

 

☆
表
記
全
体
に
つ
い
て 

・
日
本
語
に
よ
る
論
文
は
原
則
的
に
日
本
語
の
表
記
を
用
い
て
執
筆
し
て
下
さ
い
。
外
国
語
を
用
い
る
場
合

は
半
角
引
用
符
で
囲
っ
て
下
さ
い
。 

 

例 こ
の
行
で
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は'th

o
u

'

で
は
な
く'yo

u
'

を
用
い
て
い
る
。 

 
 ・

註
や
文
献
表
に
お
け
る
文
献
の
表
記
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

・
句
読
の
記
号
に
つ
い
て
は
全
角
を
用
い
て
下
さ
い
（「
。」、「
、」、「
？
」、「（
」、「
）」、「「
」、「
」」、 

「『
」、「
』」、「
＆
」、「
！
」、「
・
」
等
）。 

・
割
合
を
示
す
際
、
図
や
表
に
お
け
る
場
合
を
除
い
て
「
％
」
で
は
な
く
「
パ
ー
セ
ン
ト
」
と
表
記
し
て
下

さ
い
。 

 

☆
名
称
の
表
記
に
つ
い
て 

・
外
国
語
由
来
の
名
詞
や
固
有
名
詞
に
つ
い
て
も
日
本
語
に
置
き
換
え
て
示
し
、
西
洋
人
の
名
前
は
姓
・
ミ

ド
ル
ネ
ー
ム
・
名
を
つ
な
ぐ
際
に
「
・
」
を
使
用
し
、
二
重
姓
や
二
重
名
を
つ
な
ぐ
際
に
は
「
＝
」
を
用
い

て
下
さ
い
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
全
角
を
用
い
ま
す
。 

 

例 

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ギ
ャ
ス
ケ
ル  

ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー  

Ｗ
・
Ｂ
・
イ
ェ
イ
ツ 

 

・
固
有
名
や
固
有
名
詞
に
、
生
没
年
を
併
記
す
る
際
に
は
、
日
本
語
名
の
あ
と
に
か
っ
こ
で
示
し
、
漢 

数
字
に
よ
っ
て
年
代
を
示
し
（「
年
」
を
加
え
な
い
）、
範
囲
を
示
す
際
は
「
〜
」
を
用
い
て
下
さ
い
。 

 

例 

夏
目
漱
石
（
一
八
六
七
〜
一
九
一
六
） 

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ギ
ャ
ス
ケ
ル
（
一
八
一
〇
〜
六
五
） 
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・
固
有
名
や
固
有
名
詞
に
、
原
語
や
生
没
年
を
併
記
す
る
際
に
は
、
日
本
語
名
の
あ
と
に
か
っ
こ
で
示 

し
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
に
よ
っ
て
年
代
を
示
し
て
下
さ
い
。
原
語
と
年
代
の
間
に
は
セ
ミ
コ
ロ
ン
を
挿
入
し
て

下
さ
い
。 

 
 例 

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ギ
ャ
ス
ケ
ル
（E

lizab
eth

 G
askell; 1

8
1

0
-6

5

） 

第
一
次
世
界
大
戦
（th

e W
o

rld
 W

ar; 1
9

1
4

-1
8

） 

 

☆
作
品
名
に
つ
い
て 

・
作
品
名
を
示
す
際
、
書
籍
、
新
聞
、
雑
誌
、
映
画
作
品
等
の
作
品
名
は
、
日
本
語
名
は
二
重
か
ぎ
か
っ
こ

「『  

』」
で
示
し
、
原
題
を
示
す
際
は
そ
の
あ
と
に
か
っ
こ
「（  

）」
を
付
し
て
記
し
て
下
さ
い
。
原
題
が

欧
文
の
場
合
は
イ
タ
リ
ッ
ク
体
に
し
て
表
記
し
て
下
さ
い
。
副
題
を
付
す
場
合
は
、
日
本
語
名
は
ダ
ッ
シ
ュ

「—

」、
英
語
名
は
コ
ロ
ン
「
：
」
で
つ
な
い
で
下
さ
い
（
副
題
の
後
に
は
ダ
ッ
シ
ュ
を
つ
け
な
い
で
下
さ

い
）。 

 

例 『
オ
ト
ラ
ン
ト
の
城—

ゴ
シ
ッ
ク
物
語
』（T

h
e C

astle of O
tran

to: A
 G

oth
ic S

tory
, 1

8
5

9

） 

 
 

 

・
作
品
名
を
示
す
際
、
詩
、
短
篇
小
説
作
品
、
記
事
名
、
映
像
作
品
の
一
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
作
品
の 

一
部
に
掲
載
さ
れ
る
作
品
名
は
、
日
本
語
で
は
一
重
か
ぎ
か
っ
こ
「「  

」」
で
示
し
、
原
題
を
示
す
際
は
そ

の
あ
と
に
か
っ
こ
「（  

）」
を
付
し
て
記
し
て
下
さ
い
。
原
題
が
欧
文
の
場
合
は
引
用
符
を
付
し
て
記
し
て

下
さ
い
。 

 

例 「
シ
ャ
ロ
ッ
ト
の
乙
女
」（'T

h
e L

ad
y o

f S
h

alo
tt'

） 

 

・
そ
の
他
、
年
代
や
原
題
の
示
し
方
は
、
上
記
「
名
称
の
表
記
に
つ
い
て
」
に
準
じ
ま
す
。 

 

例 『
二
都
物
語
』（
一
八
五
九
） 

「
赤
毛
同
盟
」（'T

h
e R

ed
-H

ead
ed

 L
eag

u
e'; 1

8
9

1

） 
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☆
数
字
に
つ
い
て 

・
数
字
を
表
記
す
る
に
あ
た
り
、
地
の
文
に
つ
い
て
は
原
則
漢
数
字
と
し
て
下
さ
い
。
漢
数
字
の
表
記
方
式

は
、
左
記
の
表
記
方
式
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
執
筆
者
が
左
記
の
表
記
方
式
と
は
異
な
る
表
記
方

式
を
採
用
す
る
こ
と
を
妨
げ
ま
せ
ん
が
、
可
能
な
限
り
採
用
し
た
表
記
方
式
で
の
統
一
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。
引
用
文
中
に
つ
い
て
は
漢
数
字
表
記
の
原
則
に
と
ら
わ
れ
ず
原
典
を
尊
重
す
る
表
記
方
式
で
表
記

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

・「
万
」
以
上
の
単
位
に
は
単
位
語
を
用
い
ま
す
。 

例
：
一
兆
一
一
五
億
一
二
三
四
万
一
二
三
四
円 

 

・
四
桁
ま
で
の
数
字
に
は
単
位
語
を
入
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ゼ
ロ
は
「
〇
」
で
表
記
し
ま
す
。 

例
：
一
二
〇
四
年 

二
五
〇
〇
組 

八
〇
〇
〇
人 
六
〇
五
番
目 

一
〇
〇
点 

一
一
月
二
二
日 

昭
和

四
〇
年 

一
九
〇
八
〜
一
〇
年 

二
〇
世
紀 

二
一
世
紀 

 

・
熟
語
、
慣
用
句
、
固
有
名
詞
、
数
字
に
大
き
な
意
味
の
あ
る
表
現
な
ど
は
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
判

断
さ
れ
る
表
現
や
語
を
そ
の
ま
ま
用
い
ま
す
。 

例
：
百
人
力 

五
十
歩
百
歩 

千
夜
一
夜
物
語 

五
・
一
五
事
件 

五
十
音
順 

 

 

・
数
字
や
年
代
や
ペ
ー
ジ
数
の
範
囲
を
示
す
際
は
、「
〜
」
を
用
い
、
後
置
す
る
数
字
に
つ
い
て
は
、
前
置

す
る
数
字
と
共
通
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
場
合
は
、
最
後
の
二
桁
、
四
桁
と
い
っ
た
よ
う
に
偶
数
桁
の
共
通

し
て
い
な
い
部
分
の
み
を
示
し
ま
す
。 

例
：
一
〜
一
〇
人 

一
八
三
七
〜
一
九
〇
一
年 

一
九
〇
九
〜
一
八
年 

八
八
〜
九
二
頁 

 
 

一
六
二
〜
七
四
頁 

二
三
九
八
〜
二
四
〇
六
頁 

 

・
部
分
的
に
横
書
き
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
用
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
ハ
イ
フ
ン
「-

」
を
用
い
て
数
字
の

幅
を
示
し
ま
す
。 

例
：1

8
3

7
-1

9
0

1
 

1
9

1
4

-1
8

 

 

・
引
用
文
や
書
名
な
ど
で
原
典
通
り
の
記
載
を
行
う
例
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

『
１
０
０
万
回
生
き
た
ね
こ
』 

「 I L
O

V
E

 Y
O

U

が
言
え
な
く
て
」 

『
人
生
の
百
倍
返
し
』 

『
人

生
を
１
０
０
０
倍
豊
か
に
す
る 

い
い
音
・
い
い
波
動
の
教
科
書
』 
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☆
註
の
示
し
方 

・
本
文
に
書
い
た
内
容
を
根
拠
付
け
る
際
や
特
段
の
解
説
を
付
す
際
、
他
の
資
料
か
ら
引
用
を
し
た
際
に
、

註
参
照
番
号
と
註
を
付
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
一
箇
所
に
つ
け
る
註
参
照
番
号
は
一
つ
だ
け
で
そ
の
註
の
中

に
関
連
す
る
す
べ
て
の
注
釈
文
を
含
め
る
よ
う
に
し
、
同
一
箇
所
に
複
数
の
註
参
照
番
号
を
付
さ
な
い
で

下
さ
い
。 

・
註
の
形
式
は
、
脚
註
や
傍
註
で
は
な
く
、
尾
註
を
用
い
て
下
さ
い
。
ま
た
、
参
考
文
献
表
を
添
付
す
る
場

合
も
、
文
末
に
配
置
し
て
下
さ
い
。 

・
次
の
二
つ
の
方
式
の
い
ず
れ
か
を
用
い
て
文
章
中
の
註
と
尾
註
・
参
考
文
献
表
を
関
連
づ
け
て
下
さ
い
。 

 

【
Ａ
方
式
】 

・
註
を
付
す
箇
所
に
註
参
照
番
号
を
ア
ラ
ビ
ア
数
字
の
連
番
で
付
し
、
論
文
の
末
尾
に
尾
註
を
付
し
そ
の
中

に
文
献
と
引
用
箇
所
を
示
し
ま
す
。 

・
註
参
照
番
号
は
語
や
句
に
付
さ
ず
、
文
の
末
尾
に
の
み
付
し
て
下
さ
い
。 

 

例
： 

［
本
文
］ 

と
こ
ろ
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ボ
ズ
ウ
ェ
ル
の
説
明
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
キ
リ

ス
ト
教
の
教
義
に
照
ら
し
た
上
で
も
自
殺
者
を
擁
護
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
５
） 

［
尾
註
］ 

（
５
）Jam

es B
o

sw
ell, T

h
e L

ife of S
am

u
el Joh

n
son

, W
o

rd
sw

o
rth

 C
lassics o

f W
o

rld
 L

iteratu
re 

(1
7

9
1

; W
are: W

o
rd

sw
o

rth
 E

d
itio

n
s, 1

9
9

9
), p

p
. 8

6
8

-6
9

. 

 

・
初
出
で
な
い
文
献
に
つ
い
て
は
、
姓
と
ペ
ー
ジ
数
の
み
示
し
、
論
文
内
で
同
著
者
に
よ
る
複
数
の
著 

作
を
扱
っ
て
い
る
場
合
の
み
、
著
作
名
（
略
名
可
）
を
付
し
て
下
さ
い
。
前
註
と
並
ん
で
い
て
も
、「ib

id

」

の
記
号
を
用
い
ま
せ
ん
。 

  

例
： 

［
尾
註
］ 

（
６
）B

o
sw

ell, p
. 9

2
0

. 

（
６
）B

o
sw

ell, L
ife of Joh

n
son

, p
. 9

2
0

. 
 

 

・
そ
の
他
、
根
拠
提
示
や
解
説
の
た
め
の
註
も
含
め
、
註
の
記
載
は
文
と
し
、
句
点
「
。」
や
ピ
リ
オ
ド 

「 .

」
で
終
え
て
下
さ
い
。 

 

【
Ｂ
方
式
】 

・
註
は
語
や
句
に
付
さ
ず
、
文
の
末
尾
に
の
み
付
し
て
下
さ
い
。 



 

 

5 

 

例
： 

［
本
文
］ 

と
こ
ろ
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ボ
ズ
ウ
ェ
ル
の
説
明
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
キ
リ

ス
ト
教
の
教
義
に
照
ら
し
た
上
で
も
自
殺
者
を
擁
護
し
て
い
る
の
で
あ
る
（B

o
sw

ell, p
p

. 8
6

8
-6

9

）。 

［
参
考
文
献
表
］ 

B
o

sw
ell, Jam

es, T
h

e L
ife of S

am
u

el Joh
n

son
, W

o
rd

sw
o

rth
 C

lassics o
f W

o
rld

 L
iteratu

re (1
7

9
1

; 

W
are: W

o
rd

sw
o

rth
 E

d
itio

n
s, 1

9
9

9
) 

 

・
論
文
内
で
同
著
者
に
よ
る
複
数
の
著
作
を
扱
っ
て
い
る
場
合
は
、
著
作
名
（
略
名
可
）
を
付
し
て
下
さ
い
。 

 

例
： 

［
本
文
］ 

と
こ
ろ
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ボ
ズ
ウ
ェ
ル
の
説
明
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
キ
リ

ス
ト
教
の
教
義
に
照
ら
し
た
上
で
も
自
殺
者
を
擁
護
し
て
い
る
の
で
あ
る(B

o
sw

ell, L
ife of Joh

n
son

, p
p

. 

8
6

8
-6

9
)

。 

 

・
本
文
が
日
本
語
の
文
章
で
あ
る
場
合
も
含
め
、
出
典
が
英
語
タ
イ
ト
ル
で
あ
れ
ば
英
語
で
表
記
し
、 

日
本
語
タ
イ
ト
ル
で
あ
れ
ば
日
本
語
で
表
記
し
、
か
っ
こ
内
の
記
述
を
参
考
文
献
表
に
記
載
の
著
者
名
と

一
致
さ
せ
て
下
さ
い
。 

・
参
考
文
献
表
は
「
姓
」「
名
」
の
順
序
に
し
、
五
十
音
お
よ
び
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
配
列
し
て
下
さ
い
。 

・
参
考
文
献
表
の
各
項
目
の
末
尾
に
は
句
点
「
。」
や
ピ
リ
オ
ド
「 .

」
を
付
さ
な
い
で
下
さ
い
。 

 

☆
文
献
の
示
し
方 

・
本
文
に
書
い
た
内
容
を
根
拠
付
け
る
際
や
特
段
の
解
説
を
付
す
際
、
他
の
資
料
か
ら
引
用
を
し
た
際
に
、

註
参
照
番
号
と
註
を
付
し
て
下
さ
い
。
註
参
照
番
号
は
語
や
句
に
付
さ
ず
、
文
の
末
尾
に
の
み
付
し
て
下
さ

い
。 

・
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
は
「
著
者
（
ま
た
は
編
者
）」、「
著
作
タ
イ
ト
ル
」、「
翻
訳
者
・
注
釈
者
」、「
掲
載
書

籍
ま
た
は
掲
載
雑
誌
名
」、「
巻
数
」、「
編
者
」、「
シ
リ
ー
ズ
名
」
、「
総
巻
数
」、「
出
版
情
報
」、「
掲
載
ペ
ー

ジ
数
」
の
順
で
記
載
し
て
下
さ
い
。 

・
著
者
が
複
数
の
場
合
、
全
角
ス
ラ
ッ
シ
ュ
「
／
」
で
区
切
っ
て
下
さ
い
。 

・
単
行
本
を
示
す
場
合
、
和
文
の
タ
イ
ト
ル
は
二
重
か
ぎ
か
っ
こ
「『  

』」
で
く
く
り
、
欧
文
タ
イ
ト
ル
は

イ
タ
リ
ッ
ク
体
で
記
述
し
て
下
さ
い
。
単
体
で
作
品
と
な
っ
て
い
る
絵
画
や
映
像
作
品
も
こ
れ
に
準
じ
ま

す
。 

・
単
行
本
の
一
部
の
章
や
詩
篇
、
短
篇
作
品
、
新
聞
や
雑
誌
の
記
事
を
示
す
場
合
、
和
文
の
タ
イ
ト
ル
一
重

か
ぎ
か
っ
こ
「「 

」」
で
く
く
り
、
欧
文
タ
イ
ト
ル
は
引
用
符
（' 

 
'

）
で
く
く
っ
て
記
述
し
て
く
だ
さ
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い
。
連
作
と
な
っ
て
い
る
絵
画
や
映
像
作
品
な
ど
の
一
部
の
作
品
を
示
す
場
合
も
こ
れ
に
準
じ
ま
す
。
ま
た

雑
誌
の
タ
イ
ト
ル
は
冠
詞
を
外
し
て
示
し
て
下
さ
い
。 

・
出
版
情
報
に
は
初
出
年
、
出
版
都
市
名
、
出
版
社
、
出
版
年
（「
年
」
を
付
し
て
表
示
）
を
例
の
記
載
に

従
っ
て
示
し
ま
す
。 

 

例
： 

夏
目
漱
石
、『
文
学
評
論
』、
全
二
巻
、
岩
波
文
庫
（
一
九
〇
七
年
、
東
京
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
） 

 Jam
es B

o
sw

ell, T
h

e L
ife of S

am
u

el Joh
n

son
, W

o
rd

sw
o

rth
 C

lassics o
f W

o
rld

 L
iteratu

re (1
7

9
1

; 

W
are: W

o
rd

sw
o

rth
 E

d
itio

n
s, 1

9
9

9
) 

 

ド
ニ
・
デ
ィ
ド
ロ
、『
運
命
論
者
ジ
ャ
ッ
ク
と
そ
の
主
人
』、
王
子
賢
太
／
田
口
卓
臣
訳
（
東
京
、
白
水
社
、

二
〇
〇
六
年
） 

 

Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
、「
ヘ
ン
リ
ー
・
ソ
ー
ン
ト
ン
」、
小
野
寺
健
訳
、『
民
主
主
義
に
万
歳
二
唱
』、
第

二
巻
、「
Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
著
作
集
」、
全
十
二
巻
（
東
京
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
四
年
）、
一
〜

八
頁 

 J. R
. R

. T
o

lkien
, 'G

u
id

e to
 th

e N
am

es in
 T

h
e L

ord
 of th

e R
in

g
s', A

 T
olkien

 C
om

p
ass: 

F
ascin

atin
g S

tu
d

ies an
d

 In
terp

retation
s of J. R

. R
. T

olkien
's M

ost P
op

u
lar E

p
ic F

an
tasies, ed

. 

b
y Jared

 L
o

b
d

ell (1
9

7
5

; L
a S

alle: O
p

en
 C

o
u

rt, 1
9

8
0

), p
p

. 1
5

3
-2

0
1

 

 

小
林
秀
雄
、「
飴
」、『
青
銅
時
代
』、
第
一
巻
第
七
号
（
一
九
二
四
年
九
月
）、
五
四
〜
六
三
頁 

 E
d

m
u

n
d

 W
ilso

n
, 'A

 M
an

 o
f U

n
q

u
estio

n
ab

le G
en

iu
s', A

riel, 1
7

 (1
9

6
6

-6
7

), 3
1

-3
6

 

 

池
田
弥
三
郎
／
松
村
清
之
、「（
対
談
）
お
そ
ろ
し
い
旅
館
火
事 

水
上
温
泉
旅
館
火
事
」、『
朝
日
新
聞
』、
一

九
六
六
年
三
月
一
二
日
日
、
朝
刊
、
一
四
頁 

 L
eslie S

tep
h

en
, 'C

arlyle H
o

u
se', T

im
es, 3

1
 D

e
cem

b
er 1

9
8

4
, 

  

☆
参
考
文
献
表
の
示
し
方 

・
右
記
、
註
に
お
け
る
文
献
の
示
し
方
に
準
じ
て
下
さ
い
。
た
だ
し
、
参
考
文
献
表
に
お
い
て
は
、
冒 

頭
の
著
者
名
、
編
者
名
の
最
初
の
一
人
を
欧
文
の
場
合
も
「
姓
」「
名
」
の
順
に
配
置
し
て
下
さ
い
。 

・
ま
た
各
項
目
を
ぶ
ら
下
げ
イ
ン
デ
ン
ト
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
よ
っ
て
区
別
を
明
確
に
し
て
下
さ
い
。 
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例
： 

B
o

sw
ell, Jam

es, T
h

e L
ife of S

am
u

el Joh
n

son
, W

o
rd

sw
o

rth
 C

lassics o
f W

o
rld

 L
iteratu

re (1
7

9
1

; 

W
are: W

o
rd

sw
o

rth
 E

d
itio

n
s, 1

9
9

9
) 

 C
aru

th
, C

ath
y, an

d
 Jo

n
ath

an
 C

u
ller, 'S

p
ecial T

o
p

ic: L
iterary C

riticism
 fo

r th
e T

w
en

ty
-F

irst 

C
en

tu
ry', P

M
L

A
, 1

2
5

.4
 (O

cto
b

er 2
0

1
0

), 9
0

5
-1

1
5

2
 


